
平成18年2月27日

氏名 中林 耕二

21世 紀COEプ ログラム

拠点 ：大学院工学系研究科

応用化学専攻、化学システム工学専攻、

化学生命工学専攻、マテリアル工学専攻

“化学 を基盤 とす る ヒ
ューマ ンマテ リアル創成”

平成17年 度 リサ ーチ ・ア シスタ ン ト報告書

ふ り が な

氏 名

なかばやし こうじ

中林 耕二

生 年 月 日

所 属 機 関 名 東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻 藤田研究室

所 在 地 東京都文京区7-3-1

申請時点での

学 年

D1

研 究 題 目 自己集合性中空錯体を用いたスピン系の設計および外部刺激による制御

指導教員の所属 ・氏名 東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻 ・藤田 誠



氏 名 中林 耕二

Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

分子 レベルで電子状態(ス ピン状態)を 制御す ることは磁気、電気 、光デバイスを設

計す る上で重要である。本研 究では、孤立 した疎水性 内部空間を有する自己集合性中空錯

体 をホス トとして 、ゲス トとな りうる有機磁性分子や電子供与性分子を取 り込むことでホ

ス ト－ゲス トの物性を誘起および制御する ことを目的としている。

有機磁性分子をゲス トとして用 いた場合、 自己集合性錯体内1に ゲス ト単独ではとれな

い配列で複数個取 り込まれ、分子間でス ピン －ス ピン相互作用す ることを見い出した。 こ

の相互作用 は室温で も安定 に観測 され、 さらに水溶液 中にお いて もゲス ト分子 は錯体 内に

捕捉 されて いるため分子間でスピン －ス ピン相互作用する。ゲス ト分子の間は結合で結ば

れて いないため、 このスピン間相互作用 はゲス ト分子 の動きに影 響す る外部刺激に敏感で

ある。 この特長を生か し、熱による相互作用 のスイ ッチ ング、またゲス ト分子 にアミノ基

を導入する ことによりpHに よるスイ ッチングを可能 にした。

電子供与性分子2,3を 取 り込んだ場合、電子受容性の自己集合性錯体1と 電子相関が生

じ、 この包接錯体 に103Kで 紫外光を照射すると電荷移動が誘起 される ことを見い出 した。

この電荷移動は昇温によ り観測されな くな り、再び103Kで 光照射すると誘起 される という

繰 り返 し性を持っている。

上記の現象は、数ナノメーターの孤立空間内の結合で結ばれ ていないホス ト －ゲス ト間ま

たはゲス ト－ゲス ト間で起 こる現象で未開拓の分野である。
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